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本研究班の目標

⚫一般生活者、保育施設従事者、高齢者施設従事者に肝炎ウ
イルスの基本、感染経路を知ってもらうための実施する。
また、歯科医療従事者を対象としたe-learningを作成する。

⚫2016年10月から導入されたHBワクチン定期接種、それに先
立って行われた自治体における接種の効果を検証する。

⚫医療従事者に対して行われているHBワクチンの効果に関し
ても併せて検討する。

⚫急性肝炎の発生者数の正確な把握に向け、現在の感染症法
のデータとビッグデータを用いたデータとの比較検討を踏
中心に検討を行う。



4. 急性肝炎の発生状況にする正確な状況把握の検討

①国立感染症研究所で行なっている感染症法上の調査に関する
細かな解析を行うと同時に急性肝炎の感染経路に関する適切
な情報提供・研究を行う。

② ビッグデータを用いた急性肝炎の疫学調査を行い、現在国立
感染症研究所で行われている調査との比較を行う。

③ ＣＤＸを用いた急性肝炎の症例把握のパイロット研究を行う。

④医療機関におけるウイルス肝炎の検査実態・患者の把握状況
に関する調査を行う。

肝炎情報センターによるイラスト集より



感染症法に基づくサーベイランス
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Dataは「感染症発生動向調査 週報（IDWR）」および「病原微生物検出情報（IASR）」より引用。 ただし、2022年は第４８週までの届出。
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研究概要（Ｂ型肝炎）
◼Ｂ型急性肝炎の発症件数の推移

 Ｂ型急性肝炎は、月間20～80件で変動しつつ、減少傾向にあった。

（注）受療ベースの急性発症群：ICD10確定病名＋ABC等検査実績から

算定、 人口動態（年齢／地域）とＤＢ件数カバー率で補正

（※ Ｂ型肝炎治療薬の処方実績でアウトライヤー値についても調整）

（注）受療ベースの急性発症群：ICD10確定病名＋ABC等検査実績から算定、人口動態（年齢／地域）とＤＢ件数カバー率で補正

（※Ｂ型肝炎治療薬の処方実績でアウトライヤー値についても調整）

・TheBDは、東京大学医療経済政策学講座が管理する全国ベースの医療系ビッグ データ（本分析は、社保データが中心で、60歳

以上も15%）

・全国の保険医療機関からの診療請求情報を、約700万件（被保険者ベース）で約

7年間の縦断研究用にデータベース化（他に検診等あり）
田倉智之班員
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◼Ｃ型急性肝炎の発症件数の推移

 Ｃ型急性肝炎（罹患）は、全体で緩やかに減少する傾向にあった。

C型急性肝炎の発症数の推移（2015年を1として表示）

研究報告（Ｃ型肝炎）



ここまでの課題

⚫感染症法の届出とビッグデータ解析で一部異なる結果が得
られた。

⚫いずれの解析についても届出率や病名登録、特に急性肝炎
の診断の正確さといった問題点が示唆された。

⚫年次推移に関するより信頼できる指標を得て、これらの解
析と比較することが本邦の肝炎の実態把握、そして肝炎診
療の向上に資すると考えられた。



ご依頼するアンケート調査について

⚫対象期間：2015年度から2022年度

⚫対象疾患：B型およびC型急性肝炎

⚫調査項目：診療件数および性別のみ

をお伺いする内容となっております。

東京大学医科学研究所の倫理委員会で承認済みです。



［実施主体］オーダーメードな肝炎ウイルス感染防止・重症化予
防ストラテジーの確立に資する研究班（研究代表者：四柳宏）

東京大学医科学研究所

「急性肝炎に関する多施設対象アンケート調査」の実施体制

アンケート回答医療機関

各拠点病院の所在地における肝炎診療の中核病院
各拠点病院ごとに5施設（拠点病院を含む）を予定

アンケート結果の集計・解析

アンケートの依頼

[事務局］東京大学医学部附属病院・感染制御部

アンケートの回答

肝疾患診療連携拠点病院
72施設

アンケート送付の依頼





おわりに

本アンケート調査により

⚫ウイルス性急性肝炎の正確な年次推移

⚫都道府県別の特徴

を把握することができると考えております。

最も信頼性の高い診療件数のデータをもとにしてビッグデータや
感染症法の届出件数との対比とその問題点の把握を通して急性肝
炎診療の向上に資するデータを発出していきたいと考えておりま
す。

ご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。
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